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高齢者の多様な生活ニーズに応えるサービスを総合

的に提供できるよう、地域の実情に応じた支え合いの

体制づくりを進めていくことを目的としています。

総合事業とは

何がかわるの
　介護保険法が改正され、要支援１・２の人に対するサービスのうち、訪問介護（ホームヘルプ）は「元気応援

訪問サービス」、通所介護（デイサービス）は「元気応援通所サービス」と名称が変わり、市が行う総合事業へ移

行します。

　新しい制度に変わっても、サービス内容は今までと基本的には変更ありません。現在要支援１・２のサー

ビス利用者については、それぞれの認定更新などに合わせて段階的に移行を進めていきます。また移行後も

同じ介護支援専門員が引き続き担当します。

　※要介護者（要介護１～５）の人は従来どおりの介護サービスが利用できます

サービス利用の流れ

４月１日から

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）がスタート

包括支援センターだより

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線365）
　　　　　　　または各支所地域振興課地域福祉室

※�基本チェックリストは、生活状況や健康状態を確認するための質問票です。実施した結果、生活機能の低
下のおそれがある、今後の心配が大きいと判断された場合は、短期集中型（おおむね３～６か月）の通所

型サービス、その他健康の維持・増進のための介護予防プログラムを利用することができますので、ご

相談ください

高齢者（65歳以上）

地域包括支援センター（本庁）・各支所地域福祉室

介護保険の認定申請 非該当 ※基本チェックリスト実施

要支援者

（要支援１・２の人）

介護予防・生活支援

サービス事業対象者
元気高齢者

地域包括支援センターが、利用者の生活に対する意向や総合的な援助の

方針をまとめ、「介護予防サービス計画（ケアプラン）」を作成

従来通りの介護保険・予防給付のサービス

（訪問看護・福祉用具貸与・短期入所など）

介護予防・生活支援サービス事業

元気応援訪問サービス・元気応援通所サービス　など

一般介護予防事業（65歳以上の人が対象）
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